
実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２７２７２７２７

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者

活動・作業形態

住民に対してアンケートを実施し、防災に対する意識度を知る。また、アンケート自体を一読するだけで防災知識を身につけることができる内容とする

マンション全戸配付し、回答ボックスを管理員室前に設置して回収する
①防災に対する意識度を知る②防災意識の啓発・防災の問題を身近に捉えてもらう住民の防災意識

活動の概要

防災意識アンケートを実施する

マンション全世帯

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

所要時間

目標・ねらい

活動指導案

アンケートを作るための材料（市町村の防災計画書、管理組合防災計画書、マンションのライフライン説明書等）①作成に要した時間：会議２Ｈ×５（本当はもっとかかっている。各人の宿題やマンション全体の話しあいも含む）、②実施期間：防災訓練開催日をはさんだ2週間程度、③回答時間：５分～２０分くらい、④結果をまとめて広報する時間

ネオシティ大和高田自主防災組織

自主防災組織役員、経験者には自主防災組織検討委員になってもらう必要経費：紙代、コピー代財源：自治会



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

自主防災組織の中でマンションを取り巻く状況を把握する → 地元市町村の防災計画の内容を把握する → 管理組合防災計画書の内容を把握する → マンションの構造問題（ライフラインなど）を把握する → 被災地での教訓（トイレの問題など）を参考にする（アンケート（６）を参照） → → →↓
②

自主防災組織として住民にアピールしたい内容を検討する → マンションをとりまく状況をアピールする → 自主防災組織が活動していることのアピールの機会にもなる → アンケートで防災訓練を実施していることをアピールする（アンケート（８）を参照） → アンケートで普通救命講習を実施していることをアピールする（アンケート（１０）を参照） → アンケートで要援護者登録のきっかけをつくる（アンケート（９）を参照） → →↓
③

アンケートを作成する → アンケートは白黒、高齢者にも読みやすいようにＡ３で３枚。回答はＡ４で１枚。 → 押しつけのアンケートにせず回答しなくても読むだけで、マンション地域の現状を把握できる紙面を心がける →
防災意識の低い人にも読んでもらえ、防災意識が芽生え、興味付けできるように工夫する → クイズ感覚で設問に答えられるように、イラスト・豆知識を多用する → 設問すべてを終えた段階で、危機意識をもつようにできる内容にする → →↓

④

アンケート実施時期を検討し、アンケートを配付する → 啓発の効果を上げるために、イベントとのタイアップを検討する（例えば、防災訓練、普通救命講習会、行政の防災啓発週間等） → 年１回の防災訓練の開催時期にあわせて実施する → 班長さんが各戸の玄関ポストに配付する「広報誌」と一緒に全戸配布する → 広報誌は各戸で読まれており、また集合ポストに配付すると備え付けのゴミ箱に捨てられるので玄関ポストに全戸配付する → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

アンケートを回収する → 管理員室前のカウンターにアンケート専用の回収箱を設置する → ２週間の回収期間を設けて回収する → 管理組合・自治会の他のアンケートの回収率と比較する（回収率２割程度で他の回収率と同程度、訓練に参加している人の回収率がよかった） → アンケート結果を設問ごとに集計して分析する → → →↓
⑥

アンケート結果を検討して広報する → アンケート結果をもとに啓発内容を検討する（自由回答などが特に参考になる） → 集計結果をまとめて広報する（広報誌と一緒に配布する） → アンケート回収率の向上を検討する（誌面等の向上を図る） → 定期的なアンケート実施によって、継続的に防災意識の把握と向上を図る → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等　・防災アンケート
　・自主防災組織の継続業務を現役員体制で実施する　・別に自主防災組織検討委員会を設置し、啓発文書・防災マニュアルの作成などに取り組んでいる　・クイズ形式など興味をそそるような紙面づくり　・誇大表現は避ける　・ほとんどの方は必要とわかっているけど防災の準備をしていない。一歩踏み出すきっかけ、背中を押してあげる手助けとなる作業と理解する
※活動指導案作成のための準備物　　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

・アンケート回収率、・アンケート集計結果・防災訓練や普通救命講習会への参加者の増加



実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２８２８２８２８

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

活動指導案

目標・ねらい

ネオシティ大和高田自主防災組織

自主防災組織役員、経験者には自主防災組織検討委員になってもらう必要経費：フラットファイル代、紙代、コピー代財源：自治会

「防災マニュアル」と付録として「マンション便利帳」を作成し住民に配付する

準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

所要時間

防災マニュアル、マンション便利帳、配布物を作るための材料（地元市町村の防災計画書、管理組合防災計画書、マンションのライフライン説明書、自主防災組織規約、防災訓練時の行動計画書）作成・勉強・意見交換に要した時間：会議２Ｈ×5（本当はもっとかかっている。各人の宿題やマンション全体の話しあいも含む）
自主防災組織員、マンション全世帯（目標）（１０年に１度は自主防災組織員をするために、１０年間活動を続けるとマンション全世帯が対象者となる）

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）

タイトル

対象者

活動・作業形態

災害時の自主的な相互扶助の一助になるよう作成する

勉強会・意見交換会
日頃からの準備を怠らない意識づくり個人の防災への備えの向上災害時対応力（災害時の適切な行動と配慮すべき事柄）

活動の概要



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

災害発生時の自主防災組織の対応力（現状）を把握し、防災マニュアルの必要性を認識する → 自主防災規約・組織図に基づいた役割分担による防災訓練を参考にして、問題点を発見する → 問題点例１：昼間時間帯に災害が発生した場合、役員全てが集まることができない → 問題点例２：マンションに残られている方たちで、助け合っていただく必要性がある → 防災訓練をもとにして発見されたこれらの問題をもとに、防災マニュアルの必要性を再認識する → → →↓
②

防災マニュアル作成のための準備をする → 地元市町村の防災計画を把握する → マンションの構造問題（ライフラインなど）を把握する → 被災地での教訓を参考にする → マニュアル作成段階でさらに問題点が発見され検討することになる（例、災害時の防犯、施設（貯水槽等）の → → →↓
③

防災マニュアルを作成する → 災害時の留意（配慮）すべき内容を把握する → 被災者の救出（二次災害への注意）、防災備品の活用（AEDの活用・発電機の使用方法） → 最寄の避難所・救護所の把握 → 被災生活のルール(飲料水・トイレ・ごみ出し）、火事場泥棒への組織的な対応 → 管理員との連携(管理員さんにも家族がいる）、近隣自治会との連携 → →↓
④

非常時に参考になるように防災マニュアルを編集する → 読みやすいように、イラスト・豆知識を多用する → 防災訓練行動計画表と対応させて防災訓練時に使用・参考できるマニュアルにする → 防災訓練ごとに防災マニュアルを改訂する → → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

マニュアルの配付方法を検討し、マニュアルを配布する → 毎年、改訂版を作成し、自主防災組織員に配付する → 自主防災組織員にだけ配ることにより、責任感をもっていただく（マンション全世帯に配付すると人任せに → 自主防災組織員は、ほぼ10年に1回当たるため、１０年たつと全戸にマニュアルが行き渡る → 防災倉庫と管理員室にはマニュアルを常備する → → →↓
⑥

マニュアルを押し入れに入れたままにならないように工夫する → 身近な生活バイブル帳となるように工夫した「マンション便利帳」を添付する → ①マンション生活で困ったことがある事柄を把握・共有する（生活の知恵） → 緊急連絡先、救急医療、応急手当、ＡＥＤ、ライフライン復旧方法・連絡先、非常持出品チェック表 → ②マンション生活のルールを把握・共有する → マンション関係団体紹介（自警団・老人会・民生委員）、マンション生活ルール、資源ごみの出し方、備品利 → その他に三角巾を添付して、すぐに取り出せるようにする →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※活動指導案作成のための準備物　　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

　・本当に役に立つ防災マニュアルづくり　・防災訓練でのスムーズな情報伝達

　・防災マニュアル　・マンション便利帳
　・自主防災組織の継続業務を現役員体制で実施する　・別に自主防災組織検討委員会を設置し、啓発文書・防災マニュアルの作成などに取り組んでいる　・便利帳を付けることによって、日頃から防災マニュアルを身近なところに備え付けてもらえるようにする。また、読む機会が増える



実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－２９２９２９２９

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者

活動・作業形態

備品整備に一貫性がないため、災害時に使用できない備品を所有している現状を把握して、計画性を持った備品整備に取り組む

各団体の備品台帳から、被災時に活用できる備品を抽出し、一覧表を作成する
マンション内の各団体（自治会・管理組合・老人会・小中ＰＴＡ等）がそれぞれ備品を管理・保管しているため、災害時に活用可能なように一元把握する災害時対応力（救出・搬送・食事、発電・テント・投光器等を用いた対応）

活動の概要

防災備品を整備する

自主防災組織、自治会、管理組合

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

所要時間

目標・ねらい

活動指導案

各団体の備品台帳（品名等がわかりにくいものは写真等を持参）自主防災組織の検討委員会における会議２H（本来は役員等で話し合うものだが、必要に応じて検討委員会を立ち上げる）

ネオシティ大和高田自主防災組織

自主防災組織役員、経験者には自主防災組織検討委員になってもらう必要経費：紙代、コピー代財源：自治会（新たに購入するものは自治会で予算化する）



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

自主防災組織で検討委員会を立ち上げる → 詳しくは「自主防災組織における検討委員会を設置する」を参照する → 自治会広報誌にて検討委員会への住民参加を募る → → → → →↓
②

検討委員会で防災備品整備を検討する → 自治体の防災マニュアルの一覧表や、インターネットの他のマンション事例を参考にして、防災商品・便利グッズ等を調べる → 具体的には、バール、簡易トイレ、河川からの汲み上げポンプ等が出てきた → → → → →↓
③

備品を仕分ける → 各団体が、それぞれの備品台帳を持参して照らし合わせる → マンション全体として何を備えるのかを検討し、備える順に順位づけをする → 順位づけをする中で、個人で備えるべき備品を明らかにする（これは啓発活動に結びつける） → 順位づけをする中で、各団体で備えるべき備品を明らかにし、整備をお願いする（例、ＡＥＤは建物全体で整備する） → → →↓
④

各団体の備品を一元化し、定期的に備品の整備状況把握・整備計画策定を行う → 自主防災組織が必要に応じて使えるように、備品の所在や使用権限について検討する → 一覧表を作成して、災害時に利用できるようにする（添付資料） → 備品名だけで伝わらないものの現物を把握し、用途別に整理する → 定期的に一覧表を更新して、各団体で保有されている備品の重複を避けるようにする → マンションの構造を理解し、弱点を補う備品整備を行う → 長期的な整備計画をつくる（３年に１度、市からでる助成金を活用して大型備品の整備を行う） →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

自主防災組織で備品の使用訓練を行い、併せて備品を点検する → 毎年の防災訓練（１１月）を機会にして、消火器の使用訓練、応急手当訓練、発電機を使った給湯訓練をする →
毎年１回の普通救命講習で、ＡＥＤの使用訓練を行う → 毎年の防災訓練（１１月）を機会にして備品を点検する。またどの備品も最低年１回は点検する → 備品を維持するためにも定期的な使用が必要である（発電機などは定期的に使わないとだめになる） → → →↓

⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等　・備品一覧表　・備品を利用した訓練写真
　・自主防災組織の継続業務を現役員体制で実施する　・別に自主防災組織検討委員会を設置し、啓発文書・防災マニュアルの作成などに取り組んでいる　・必要に応じて、検討委員会のメンバーを住民から募集している
※活動指導案作成のための準備物　　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

　・必要な備品の整備状況（必要数に足りているかどうか）
　・限られた予算での充実した備品整備



実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３０３０３０３０

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

タイトル

対象者

活動・作業形態

防災訓練行動計画表の作成し、防災訓練時に、本部班・情報班・救護救出班・避難誘導班・初期消火班・給食給水班の各班の連携・役割分担を明確にする

消防署（はしご車・ポンプ車・救急車）の協力を得た防災訓練
①防災訓練を訓練のための訓練にしない。一つ一つの行動が意味があることを理解してもらう、②防災マニュアルを活用し訓練を行う。昼間時間帯の手薄なときマンションに残られている方で対応してもらう際の手助けとなるよう防災マニュアルを整備する災害時対応力（救出・搬送・食事、発電・テント・投光器等を用いた対応）

活動の概要

マンションにおける体験型防災訓練を実施する

自主防災組織員・マンション住民
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

所要時間

目標・ねらい

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）

活動指導案

防災マニュアル、自主防災組織規約訓練：3時間

ネオシティ大和高田自主防災組織

自主防災組織員　約100名必要経費：紙代財源：自治会



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

防災訓練の開催決定し、関係者に協力要請をおこなう → 自主防災組織での開催決定（毎年1回）する → 市・消防署への協力要請をおこなう → 防災訓練に必要な敷地-駐車場利用者への協力要請をおこなう(資料４・５・６） → → → →↓
②

訓練内容の検討をおこなう → 被災時に想定できる事柄を羅列してみる → マンション施設や敷地の被災・要援護者の救助・火災の発生など → 被災後の施設管理・火事場泥棒など → → → →↓
③

防災マニュアルに基づく行動計画表の作成（訓練の役割分担・連携・情報伝達）をおこなう（資料１） → 本部班各班との連絡体制、各班活動進捗状況の把握（名簿の作成等） → 情報班情報の把握および情報提供・情報伝達（被災者や被災場所の記録） → 避難誘導班二次災害の発生に留意した避難誘導 → 救護救出班簡易担架の作成、応急手当の方法（救出済の報告） → 初期消火班消火器に使用訓練（消火等の報告） → 給食給水班備蓄米の試食。発電機の運転 →↓
④

訓練参加者への積極的なアプローチの検討をおこなう → 継続して参加したくなるようなイベント内容の検討（①防災備品づくり等）をおこなう → ②応急手当の方法、③消火器の使用方法について体験学習を実施する → ④起震車による地震体験や⑤煙中ハウスによる対煙体験⑥はしご車・救急車体験を実施する → ⑦防災倉庫・マンション施設見学を実施する → → →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

開催案内文書内容の検討をおこなう → イベント内容を記載し興味付けに工夫する → 参加できなくても案内文書を読むだけで疑似体験できるような文書作成（防災訓練実施要領）づくり(資料２） → → → → →↓
⑥

当日の配付文書の検討をおこなう → 訓練内容の意味づけ・説明（避難経路等）文書を作成する（資料３） → 自主防災組織の検討事項の提案（啓発）をおこない、防災意識の向上をはかる（資料３） → → → → →↓
⑦

実施時、参加者の特徴の把握をおこない、今後の啓発活動の検討をおこなう → ①小さな子供連れ親子、小学生、女性、老人が多く、②中高生から大人の参加が少ない → ③参加者への効果的な啓発の検討と、④不参加者への啓発のあり方の検討をおこなう → → → → →↓
⑧

各班毎の反省点の把握をおこない、次年度に引き継ぐ → 反省点・気づき・改善方法等の検討をおこなう → 各班の役割をマニュアルどおりに実施できたかどうか検証する → 防災マニュアルの整備をおこなう → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等　・防災訓練行動計画書　・防災訓練のお知らせ（防災訓練実施要領）　・当日の配付文書（おさらい・意味づけ）　・住民への協力依頼文書
　・自主防災組織の継続業務を現役員体制で実施する　・別に自主防災組織検討委員会を設置し、啓発文書・防災マニュアルの作成などに取り組んでいる　・年中行事としての定着
※活動指導案作成のための準備物　　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

　・防災訓練や普通救命講習会への参加者の増加



実践団体名

■基礎データ ２００９２００９２００９２００９－－－－３１３１３１３１

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

活動指導案

目標・ねらい

ネオシティ大和高田自主防災組織

自主防災組織役員、経験者には自主防災組織検討委員になってもらう必要経費：紙代財源：自治会

自主防災組織における検討委員会を設置する

必要経費

（所要額、財源）

必要なマンパワー（実施者、役割、人数）
準備するもの

（道具、材料等）

活動で上げることが

できる力・能力

所要時間

自主防災組織規約月一回（各２H）
自主防災組織員・マンション住民

タイトル

対象者

活動・作業形態

自主防災組織の補完的活動

月一回（2時間程度）の会議
自主防災組織では、役員を１～２年で交代している。その結果、活動内容は必然と前年の踏襲に留まり、活動の発展性が期待できなかった。体制を整備するのか、または活動を側面から補助することを目的に当委員会を設置するマンション防災力・自主防災組織活動の活性化

活動の概要



■活動の流れ↓活動の流れ ＜２＞ ＜３＞ ＜４＞ ＜５＞ ＜６＞ ＜７＞
①

現状の自主防災活動の状況把握する → 自主防災組織役員は、自治会・管理組合の役員をかねており、本来業務が繁忙 → 体制的な問題だが、自主防災役員の任期を１年で終える方がほとんどなため、必然と活動は前年の踏襲となる → 例えば避難訓練は、訓練のための訓練となり、訓練内容が希薄化している → 連年同じ反省・感想内容がだされるが、次年度に生かされていない → → →↓
②

活動の継続性と発展性の展望を検討する → 体制の変更（要規約変更）を検討する → 顧問・相談役の活用(現行規約のまま）を検討する → 検討委員会を設置し、議論を委ねる → → → →↓
③

検討委員会を設置する → 検討委員会は有期で組織の体制変更を含めて検討する場として設置する → 自治会総会での承認により設置する → マンション住民に対して検討委員への参加を募る → → → →↓
④

自主防災組織にもとめる事柄を整理する → 検討委員会ではマンションを取り巻く状況から、自主防災組織のあるべき姿を検討を行う → 組織が有事に機能できるように、体制強化にかかわる事項の整備を行う → 啓発活動・防災訓練・普通救命講習会等の活動の継続性（反省点や気付きの活用）をすすめる → 防災マニュアル・要援護者名簿作成し、災害時に備える防災備品を整備（計画的な整備）する → ボランティアの募集検討し、協力者を募る → 必要であれば体制変更（規約変更）を検討する →↓

→活動の留意点、資料など＜１＞



⑤

検討委員会後の今後の方向性を検討する → 継続的に必要な活動を自主防災組織に諮問する組織の必要性を確認し、具体的検討を行う → 検討委員会を解散し、新たに相談役・顧問を中心とした諮問委員会を設置する → 諮問委員会には多くの協力者を得るように募集をおこなう → 必要な活動を自主防災組織に諮問する → → →↓
⑥ → → → → → → →↓
⑦ → → → → → → →↓
⑧ → → → → → → →↓
⑨ → → → → → → →



↓
⑩ → → → → → → →
■活動の評価方法

①数や量の変化による評価

②その他の評価

■備考・その他（活動のコツなど）

①活動のコツなど

②参考資料等

※活動指導案作成のための準備物　　①写真（活動の代表的な写真、流れがわかる写真等）、②参加者への配付資料、③実施者向けマニュアル・資料　等

　・自主防災組織の継続業務を現役員体制で実施する　・別に自主防災組織検討委員会を設置し、啓発文書・防災マニュアルの作成などに取り組んでいる


